
第２期　大鰐町総合戦略　効果検証結果

〇新規就農者数 〇新規就農者数 〇６次産業化支援
　Ｈ３０　２９人 　Ｒ６　　　３人 　・山村活性化対策対策事業 ○ 継続

　　　　↓ 　累計　４６人

　　Ｒ７　３４人 〇農業就業者への支援

　・農業人材力強化総合支援事業 ○ 継続

　・農地中間管理事業 ○ 継続

　・地域計画の策定 ○ 継続

〇事業所数 〇事業所数 〇農業生産活動の支援
　Ｈ３０　３４７社 　Ｒ３　３１６社 　・多面的機能支払交付金事業 ○ 継続

　　　　↓ 　・中山間地域等直接支払交付金事業 ○ 継続

〇認定農業者数 〇認定農業者数 　Ｒ７　現状維持

　Ｈ３０　１２６人 　Ｒ６  １４０人 〇農業経営負担の軽減

　　　　↓ 　・果樹共済加入率向上推進事業 ○ 継続

　　Ｒ７　現状維持 　・園芸施設共済推進事業 ○ 継続

　・収入保険加入促進事業 ○ 継続

〇農業経営体の育成

　・農業生産施設整備促進事業 ○ 継続

〇民営事業所従業者数 〇民営事業所従業者数

　Ｈ２８　２，１７１人 　Ｒ３　１，９６４人

　　　　↓

　　Ｒ７　現状維持

〇誘致企業数 〇誘致企業数 〇企業誘致

　Ｈ３０　　７社 　Ｒ６　　　０社 　・企業誘致推進事業 ○ 継続

　　　　↓ 　累計　１０社

　　Ｒ７　１０社

〇起業支援を受けて 〇起業支援を受けて 〇起業・創業支援

起業した件数 起業した件数  ・「青森新時代」への挑戦資金事業 ○ 継続

　Ｈ３０　１件 　Ｒ６　　　　６件  ・空き店舗等活用創業支援事業 ○ 継続

　　　　↓ 　累計　　 ２２件

　　Ｒ７　５件

〇地元就職支援

 ・移住支援事業 ○ 継続

【Ｒ６末時点での評価】 【Ｒ７以降の方向性】
　各事業に対するＲ６末時点における評価 　　各事業に対するＲ７以降の方向性
　　◎：目標値以上または十分に達成 　　　拡充：取組内容の深化・発展を図る
　　○：目標値と同等または達成 　　　継続：取組を前年度と変わらない内容で継続する
　　△：目標値未満または達成せず 　　　縮小：取組内容を縮小し、継続する
　　×：進捗なし・事業終了 　　　見直し：取組内容の見直しを図る

　　　廃止：取組を廃止する

※評価項目について

Ｒ６末時点
での評価

Ｒ７以降の
方向性
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町検証

１

大
鰐
町
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
支
え
る
”
お
し
ご
と
”
の
創
出

基幹産業である農業の
就業環境の充実を図る
とともに、伝統産業の後
継者育成による新たな
就業の場の創出など、
産業活性化による雇用
の拡大を図っていく。

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

重要業績評価指標
実績（ＫＰＩ）

施策数値目標
数値目標
実績

②

働
く
場
づ
く
り

（２）

起業・創業に対する支援内容を更に充実させ、
町内において起業しやすい環境づくりに努め
る。起業時の支援だけでなく、起業後において
も安定した事業が継続できるよう支援を強化す
る。制度周知のための情報発信の強化にも引
き続き取り組む。

学生に対し、継続してPR活動を実施することに
より、若者の転出を防ぎ、UJターンの促進を図
る。

信用保証料を全額補助（町7割、県3割）
する「青森新時代」への挑戦資金事業
により、中小企業者の創業を支援した。
町独自の支援として「空き店舗等活用
創業支援事業」により、新規事業を開始
する方の支援を行い、申請件数は前年
度より増加した。空き店舗の利活用に
ついて引き続き情報発信を行いながら
支援を行っていく。
弘前圏域の連携事業により、地元の高
校・大学を訪問し、学生向けに講義を行
い、圏域の魅力を伝えることで、地元就
職を促す取組を行った。

空き店舗等活用創業支援
事業補助金について、町
内事業者と町外事業者と
で、補助金の上限額に相
違があるので、一律にして
いただきたい。

主な取組 今後の取組

これまでの施策展開の成果・効果検証

農業者への支援は継続し、経営の安定及び所
得拡大等を図るため、農地の集積・集約に努
め、地域の意見を踏まえ作成した地域計画の
更新と将来のビジョンに基づき認定農業者及
び新規就農者の拡大を図る。
また、全国的に問題となっている耕作放棄地の
増加については、農地情報の収集に努め、優
良農地の確保・継承に取り組むほか、耕作放
棄地を活用した最適土地利用対策の推進を図
る。

評価項目

新たに６次産業化推進事業の展開を図
るため、令和５年度から山村活性化対
策事業の採択を受け、新規商品開発に
向けて事業に着手した。
令和６年度も事業を継続し、事業完了
後に商品開発・販路開拓等を展開する
ための人材育成等を目的とし、売れる
商品開発を目指した。

昨今の物価高騰もあり、引き続き園芸
作物施設等の整備や機械購入への一
部補助及び果樹共済等の保険費用を
引き続き助成することにより、農業経営
の安定及び農業経営負担の軽減を図っ
た。
また、水路や農道等の維持管理を行う
ことにより、安全に農作業が可能な環境
構築を図った。

-

総合戦略推進協議会
意見等
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〇婚活イベントへの圏域 〇婚活イベントへの圏域 〇出会いの場創出・結婚祝福支援
参加者数 参加者数 　・婚活支援事業 ○ 継続

　Ｈ３０　１０３人 　Ｒ６　１９人
　　　　↓
　　Ｒ７　１５０人 　・結婚新生活支援事業 ○ 継続

〇安心して出産できるまちづくり
　・妊産婦健康診査事業 ○ 継続

　・不妊治療費給付事業 ○ 縮小
　・風しんワクチン接種支援事業 ○ 縮小

〇合計特殊出生率 〇合計特殊出生率 　・ハイリスク妊産婦アクセス支援事業 ○ 縮小
　Ｈ３０　０．９３ 　Ｒ２　１．２４ 〇出生数 〇出生数 　・伴走型相談支援及び出産・子育て応援 ○ 継続
　　　　↓ 　Ｈ３０　３０人 　Ｒ６　２２人 　　給付金の一体的実施事業
　　Ｒ７　現状より増加 　　　　↓

　　Ｒ７　現状より増加 〇子育て支援
　・子ども医療費給付事業 ○ 継続
　・ひとり親家庭等医療費給付事業 ○ 継続
　・保育料軽減事業 ○ 継続
　・予防接種推進事業 ○ 拡充
　・遺児入学祝金等給付事業 ○ 継続
　・就学援助費 ○ 継続

　・地域子ども・子育て支援事業 ○ 継続
　・放課後保育事業 ○ 継続
　・新生児聴覚検査費助成事業 ○ 継続

〇未来の人財づくり
　・特別支援教育支援事業 ○ 継続
　・生きる力育成事業 ○ 継続
　・児童通学安全対策事業 ○ 継続

【Ｒ６末時点での評価】 【Ｒ７以降の方向性】
　各事業に対するＲ６末時点における評価 　　各事業に対するＲ７以降の方向性
　　◎：目標値以上または十分に達成 　　　拡充：取組内容の深化・発展を図る
　　○：目標値と同等または達成 　　　継続：取組を前年度と変わらない内容で継続する
　　△：目標値未満または達成せず 　　　縮小：取組内容を縮小し、継続する
　　×：進捗なし・事業終了 　　　見直し：取組内容の見直しを図る

　　　廃止：取組を廃止する

※評価項目について
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出会・結婚・出産・子育
てなどの切れ目のない
子育て環境の充実に努
め、若い世代への支援
を強化するとともに、未
来を担う子ども達の「生
きる力」を育成し、子ど
も達が将来に夢と希望
を持って成長できる環
境づくりに取り組む。
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圏域市町村と連携し、婚活イベントを開
催。イベント内容の充実と多様化を図っ
たが、開催数の減少から婚活イベント
参加者数は前年度より減少した。
また、新婚世帯に対し、住宅費や引越
費用を助成することにより、結婚に伴う
新生活を支援する事業については、前
年度と同程度の成果であった。

※合計特殊出生率とは１５
～４９歳までの女性の年齢
別出生率を合計したもの

おおわに子育て世代包括支援センター
で妊娠期から子育て期における様々な
ニーズに対して総合的相談支援を行
い、妊娠、出産、子育てへの不安や悩
みの軽減に努めた。
妊産婦健診の費用助成、不妊治療費の
助成、高校生世代までの医療費無償
化、多子世帯の保育料軽減のほか、疾
病予防のための予防接種事業において
任意予防接種に対する費用助成の拡
大、経済的支援となる給付金の支給、２
歳児歯科健康相談の実施など、子育て
支援の充実を図った。

出産のお祝い品として、町の産品を贈
呈する事業を展開し、対象の家庭はも
ちろん、生産者からも好評を得た。

教育支援において、様々な取組を実施
したことにより、子ども達のふるさとへの
愛着を育む機会や、学習・スポーツ・文
化活動、地域住民との交流活動等に繋
がった。
児童の通学路安全対策について、通学
指導員の配置や県・町担当部局と連携
し通学路の危険箇所の改善に努めるこ
とにより、児童の安全な登下校に繋がっ
ている。
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（４）（１） （２） （３） （５）

婚活イベントについて、引き続き圏域市町村と
連携し、参加率の高いイベント内容の傾向を把
握することにより、内容の充実を図り、参加者
の満足度向上と成婚率アップを目指す。併せ
て情報発信の強化に取り組む。
結婚新生活支援事業についても、情報発信の
強化に取り組むことにより、引き続き申請数の
増加を図る。

-

結婚、出産等の助成は他
市町村と競合になるため、
非常に重要な施策となる。
そのため、当町ならではの
付加価値をつけていく必要
がある。

妊産婦、子育て世帯、こどもに対し、母子保健
と児童福祉が一体となり、継続的に支援を行う
「こども家庭支援センター」を設置する。
妊娠期から出産、子育てまで、切れ目なく、か
つ多種多様な支援について、今後も取組を継
続し、妊婦のための支援給付金の支給やイン
フルエンザ予防接種費用の助成拡大、副食費
の助成など、更なる子育て支援の充実を図る。

各生産者が幅広くお祝い品として出品できる体
制づくり、また、より一層大鰐町の魅力が伝え
られるような取組を図る。

（６）

今後の取組

これまでの施策展開の成果・効果検証

町検証
総合戦略推進協議会

意見等
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〇特定健診受診率 〇特定健診受診率 〇地域共生社会の推進

　Ｈ３０　４６．０％ 　Ｒ６　　５４．６％ ・コミュニティ活動支援事業 △ 継続

　　　　↓

　　Ｒ７　　　６０％ 〇平均寿命を1歳延ばそうプロジェクト

　・健康イベント事業 ○ 継続

〇各種がん検診受診率 〇各種がん検診受診率 　・健診・がん検診事業 ○ 拡充

　Ｈ３０ 　Ｒ６ 　・健康の日の推進等 ○ 継続

〇町平均寿命の全国との 〇町平均寿命の全国との 　胃がん　　 　　２３．１％ 　胃がん　　　　２３．７％ 　・高齢者予防接種推進事業 ○ 拡充

格差 格差 　大腸がん　　　２３．４％ 　大腸がん　　 ２４．２％

　Ｈ２７　 　Ｒ２　 　肺がん　　　 　２０．３％ 　肺がん　　　　２０．６％ 〇雪対策

　男２．５歳 　男２．１歳 　子宮頸がん 　３１．０％ 　子宮頸がん　３７．３％ 　・流融雪溝整備 △ 継続

（町７８．３歳、国８０．８歳） （町７９．４歳、国８１．５歳） 　乳がん　　　 　３０．９％ 　乳がん　　　　３６．５％

　女１．３歳 　女２．０歳 　　　　　↓ 　　　　　　　　　　　　　 〇安全・安心な福祉対策

（町８５．７歳、国８７．０歳） （町８５．６歳、国８７．６歳） 　Ｒ７　 　・自殺予防対策事業 ○ 継続

　胃がん　　　　４０％ 　・見守り活動推進事業 ○ 継続

　　　　↓ 　大腸がん　　 ４０％ 　・福祉安心電話サービス事業 ○ 継続

　　Ｒ７　男女ともに縮小 　肺がん　　　　４０％ 　・認知症施策推進事業 ○ 拡充

　子宮頸がん　５０％

　乳がん　　　　５０％ 〇安全・安心な医療体制の整備

　 　・医療確保対策事業 ○ 継続

〇デマンドバス新規会員 〇デマンドバス新規会員

数 　 数

　Ｈ３０　２３人 　Ｒ６　　１９人 〇安全・安心な防災対策

　　　　↓ 　・防災対策事業 ○ 継続

　　Ｒ７　２５人　

〇公共交通の活性化

〇流融雪溝の整備延長 〇流融雪溝の整備延長 　・公共交通活性化事業 ○ 継続

　Ｈ３０　１０，０７７．７ｍ 　Ｒ６　　　　　　　　　０ｍ

　　　　↓ 　累計 　１１，２０６．８ｍ

　　Ｒ７　　　１２，９００ｍ

〇ふるさと納税者数 〇ふるさと納税者数 〇ふるさと魅力アップ

　Ｈ３０　　　９１３人 　Ｒ６　１，３０３人 　・魅力発信事業

　　　　↓ 　・スキー育成環境整備事業 ○ 継続

　　Ｒ７　２，０００人 　・ふるさと納税推進事業 ○ 継続

　・文化団体等育成支援事業 ○ 継続

〇町イベントに参画した 〇町イベントに参画した 〇ふるさと教育

子どもの数 子どもの数 　・青少年社会参加活動事業 ○ 継続

　Ｈ３０　２００人 　Ｒ６　　　５３９人

　　　　↓ 〇ふるさと回帰支援

　　Ｒ７　３００人 　・首都圏等交流事業 ○ 継続

【Ｒ６末時点での評価】 【Ｒ７以降の方向性】
　各事業に対するＲ６末時点における評価 　　各事業に対するＲ７以降の方向性
　　◎：目標値以上または十分に達成 　　　拡充：取組内容の深化・発展を図る
　　○：目標値と同等または達成 　　　継続：取組を前年度と変わらない内容で継続する
　　△：目標値未満または達成せず 　　　縮小：取組内容を縮小し、継続する
　　×：進捗なし・事業終了 　　　見直し：取組内容の見直しを図る

　　　廃止：取組を廃止する

※評価項目について

ふるさと納税者数のKPI達成のため、「体験も
の」や「サービス」を返礼品として取り扱うな
ど、返礼品の多様化を図る。また、普及率の
高いSNSアプリを活用し情報発信するなど、
ふるさと納税情報も含め、町全体の情報発信
の強化を図る。

健診の未受診者が固定化されているため、
健診の必要性、重要性を周知し、自分の健
康に関心を持ってもらうよう事業を計画する。

骨密度や体組成測定などを行う健康鑑定
団、健康イベントの開催、ベジアップ事業等を
通じて、健康意識の啓蒙啓発を行う。また、
がん患者医療用補正具購入費用、帯状疱疹
予防接種の接種費用の助成を行い、経済的
支援の充実を図る。胃がん個別検診（内視鏡
検査）の実施によるがん検診実施の体制づく
りの強化を図る。
また、引き続き、認知症への理解促進と早期
発見・早期治療の大切さの周知を図ると共
に、認知症の方や家族等のニーズと身近な
支援者を繋ぐ仕組みである「チームオレンジ」
の構築に向けた取組を進めていく。

運行ダイヤの見直し、小中学生に向けた公
共交通教育の充実化及び町民の利便性を高
めるため、新たにバス停を設置するなど、計
画の実践に取組む。

主な取組 今後の取組

これまでの施策展開の成果・効果検証評価項目

Ｒ７以降の
方向性

町検証
総合戦略推進協議会

意見等
Ｒ６末時点
での評価

基
本
目
標

基本的な方向性 施策
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
重要業績評価指標
実績（ＫＰＩ）

数値目標
数値目標
実績

３
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誰もが住み慣れた地域
で、みんなで支え合い、
心身ともに健康で自分
らしく安心して暮らすこ
とができる「地域共生社
会」を推進するととも
に、ふるさとの魅力アッ
プやふるさと教育を拡
充し、定住性やふるさと
への回帰性を高めてい
く。

②

ふ
る
さ
と
魅
力
ア

ッ
プ

①

安
全
・
安
心
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

-

小さい頃から、スキーに親
しむことは、非常に重要で
あるため、これからもス
キー育成環境整備事業を
継続していただきたい。

健康づくりは、健康おおわに21（第3次）
に基づいて、多様な事業により推進し
ており、今後も継続していく。若い世代
や働き盛り世帯へのアプローチを強化
し、若い頃からの健康づくりへの意識
の啓蒙啓発を図る。
また、認知症の方を地域で見守る認知
症サポーターの養成や認知症の理解
促進のため、講演会や徘徊模擬訓練
等を継続していく。

非常用食料の備蓄を計画的に実施し、
常に同数量の食料を確保。
【令和６年度備蓄数量】
　・一般用（3～69歳）：300名分
　・要配慮者用　　　  ： 150名分

デマンドバスの新規会員数は前年度よ
り減少したが、デマンドバスの更なる
ネットワークの確保及び充実のため、
町民説明会を行い、要望や改善点を聞
き取りし、次年度事業計画の参考とし
た。

ふるさと納税について、納税者数と納
税額が共に増加した。今後も継続的な
返礼品の更新を図るとともに、町の魅
力について情報発信を強化し、ＫＰＩの
達成を目指す。

スキー育成環境整備事業について、町
内在住の小・中学生に対し、大鰐温泉
スキー場のリフト引換券を配布すること
により、スキーに親しむ環境を整え、児
童生徒のスキー振興を図っている。
青少年社会参加活動事業について、未
来を担う子ども達のふるさと教育の一
貫として、元気隊キッズに対する交通
費等を補助金として交付し、支援を行っ
た。

（１） （２） （３） （５） （６）（４）
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〇移住相談件数 〇移住相談件数 〇ＵＩターン支援

　Ｈ３０　　３件 　Ｒ６　　２５件 　・移住促進事業 ○ 継続

　　　　↓ 　・移住・子育て住宅支援事業 ○ 継続

　　Ｒ７　１０件 　・おためし居住体験事業 ○ 継続

〇空き家・空き地バンク 〇空き家・空き地バンク 〇住宅支援

登録件数 登録件数 　・空き家等対策事業 ○ 継続

　Ｈ３０　　０件 　 Ｒ６ 　　７件 　・地域情報通信基盤整備事業 ○ 継続

　　　　↓ 　累計　３５件

〇純移動数（転入－転出） 〇純移動数 　　Ｒ７　１０件

　Ｈ３０　転出超過８１人 （転入－転出）

　　　　↓ 　Ｒ６　転出超過　６５人

　　Ｒ７　現状より減少

〇宿泊客数 〇宿泊客数

　　Ｒ２　２５，２２８人 　Ｒ６　　　７６，２２５人

　　　　↓

　　Ｒ７　３１，０００人

〇住民参加型まちづくり 〇住民参加型まちづくり 〇資源・人材を活かしたにぎわいづくり

事業申請件数 事業申請件数 　・公園整備・運営事業 ○ 継続

　Ｈ３０　　０件 　Ｒ６　１１件 　・各種イベント活性化事業 ○ 継続

　　　　↓ 　・住民参加型まちづくり事業 ○ 継続

　　Ｒ７　１０件

〇街なか商店活性化支援

　・まちあるき推進事業 ○ 継続

〇国内宿泊客数 〇国内宿泊客数 〇スポーツ行事の活性化支援

　　Ｒ２　２４，２４８人 　Ｒ６　　　６２，８２７人 　・生涯スポーツ推進事業 ○ 継続

　　　　↓

　　Ｒ７　３０，９００人

【Ｒ６末時点での評価】 【Ｒ７以降の方向性】
　各事業に対するＲ６末時点における評価 　　各事業に対するＲ７以降の方向性
　　◎：目標値以上または十分に達成 　　　拡充：取組内容の深化・発展を図る
　　○：目標値と同等または達成 　　　継続：取組を前年度と変わらない内容で継続する
　　△：目標値未満または達成せず 　　　縮小：取組内容を縮小し、継続する
　　×：進捗なし・事業終了 　　　見直し：取組内容の見直しを図る

　　　廃止：取組を廃止する

※評価項目について

４
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創
出

若者が住みよい住環境
や、ＵＩターンを促進して
いくとともに、町の各種
資源を最大限活用し、
官民協働によるまちづく
りの推進や国際交流を
推進することで交流人
口の拡大を図り、地域
への波及効果を高めて
いく。

②

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

①

住
み
や
す
い
わ
が
ま
ち
づ
く
り

首都圏で開催される移住セミナー等に
参加し、町の魅力や移住後の暮らしをＰ
Ｒ。積極的な働きかけにより、移住相談
件数が増加した。

空家等家財道具等処分補助金の交付
要件として、空き家・空き地バンクの登
録を求めた結果、登録件数が増加し
た。

住民参加型まちづくり事業により、町内
団体が主体的に取り組む活動を支援し
た。

事業者支援や、町の魅力PR効果によ
り、前年度より宿泊客数は増加した。

生涯スポーツ推進事業について、誰で
も気軽にできる「ニュースポーツ」体験を
通して、健康づくりや地域交流を図るた
めのイベント「ニュースポーツフェスティ
バル」を開催している。しかし、高齢者
の参加が主であり、子ども世代から中
間層の参加者が少ないことが課題であ
る。

基本
目標

基本的な方向性 施策数値目標
数値目標
実績

（４）（１） （２） （３） （５）

主な取組 今後の取組

これまでの施策展開の成果・効果検証
重要業績評価指標

（ＫＰＩ）
重要業績評価指標
実績（ＫＰＩ）

評価項目

Ｒ６末時点
での評価

Ｒ７以降の
方向性

町検証
総合戦略推進協議会

意見等

（６）

空家対策では、「利活用
できるもの」と「利活用で
きないもの」の仕分けを
はっきりさせ、事業を進め
ていただきたい。

親子でのイベントは、非常
に大切なことであり、これ
からも継続していただきた
い。

住民参加型まちづくり事業補助金の申請にあ
たり、審査会におけるプレゼンテーションを必
要とする部門と、書類申請のみ（プレゼンテー
ション不要）の部門を設け、誰でも申請できる
環境整えることにより、引き続きＫＰＩ達成を目
指す。

更なる集客を図るため、宿泊客数増加に向け
た取組を企画・実施するとともに、それらの
情報を積極的に発信する。

生涯スポーツ推進事業について、学校を通して
案内文を配布し、親子でのイベント参加を促す
ことにより、子ども世代から中間層の参加者の
増加を図っていく。

首都圏での移住イベントに参加することによ
り、移住相談件数を増やし、移住定住促進に
繋げる。また、移住者にとって必要な情報を整
備し、移住後のサポート体制の充実を図る。

今後も引き続き解体費用等の助成事業を継続
し、そのための交付要件として空き家・空き地
バンクの登録を条件にあげることにより更なる
件数増加を目指す。

-４-


